
 
 

   

 

 

 

平成２５年度総会を開催 
防災アドバイザー協力を呼びかけ 
 2013 年 6 月 8 日（土）15 時から、JR 福井駅

東口アオッサ 6 階 604 において 2013 年度福井

県防災士会通常総会が開かれた。 

 黒川理事長の挨拶、来賓の挨拶に続き、総会

の定足数の確認後、議事に入った。同日現在の

会員は 53 名であり、出席者 27 名、委任状 13

通をもって過半数であることが報告された。昨

年度の活動報告、活動計算書報告、今年度の活

動計画等に加え、役員の改選、規則の変更等が

上程され、質疑応答を経て満場一致で承認され

た。活動計画には昨年度も実施した研修旅行も

含まれ、「人と未来防災センター」を主目的地

としたバスでの研修が予定されている。平成

25 年度の大きな活動として、福井県教育庁学

校防災アドバイザー派遣事業、福井県危機対

策・防災課、日本防火協会との協働による自主

防災組織リーダー研修、鯖江市防災リーダー養

成講座等があり、これらには会員全体全体で臨

みたいとの意気込みが理事長よりあった。この

他、福井、石川、富山、新潟、長野の北信越地

区の防災士会間で連絡協議会を持つことが報

告された。同会設立総会は本年 11 月 9 日に金

沢において開催される予定となっている。 

 また、総会の後には、同会場にて京都大学

理学博士で鯖江市在住の平野憲雄氏による

「自然災害と人災について考える」と題した

特別講演会が開催された。平野講師は、理学、

工学、政治、地域等の役割分担を述べた上で、

現在抱える防災行政の課題、マスコミの対応

等についての思いが披露された。平野氏は日

本のみが正しい考えのできない状態（パニッ

ク）になっていると強調された。 

 特別講演会後には別会場で懇親会が開催

され、熱の入った防災議論が展開された。 

 

 
▲通常総会後に開催された特別講演の一コマ 

平野氏からは原子力防災について解説があった 

 

福井ぼうさいの仲間 ＃13 
氏名 下畑 健二（しもはた けんじ） 

職業・勤務先 福井市議会議員 

防災士になるきっかけは？ 

 平成 19 年に初当選。その年に防災センター

で資格試験があると聞き応募しました。その時

は市の職員もたくさん受験しており、防災の関

心が高まっていました。 

防災士になってよかった事と思うことは？ 

 学校アドバイザー事業などで、直接現場の状

況や要望が聞けるのがいいです。体育館の吊り

天井板が危険だとお聞きし、議会質問で取り上

げました。全面撤去になります。これからも頑

張っていきます。 

防災士として、今後取り組んでみたいことは？ 

 スキルアップして、各地域や団体の防災セミ

ナーの講師ができるようになりたいです。防災

士の役割は益々大きくなります。その一翼が担

えるよう、取り組んで行きます。 

防災士以外であなたの「得意なこと」や「日頃

がんばっていること」は？ 

 毎朝、子ども達の見守り活動をしています。

5年になります。子ども達から元気をもらって

います。 
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北陸から北信越地区へ展開，連絡協議会  
 2013 年 2 月 9 日（土）、富山において第 5

回となる北陸地区連絡会が開催された。各

支部の活動報告を通じて、貴重な情報交換

を行った。富山県支部の提案により北陸地

区連絡協議会発足に向けて議論が行われた。

協議会発足を前提に、支部長、事務局長等

で構成する北陸地区連絡協議会準備会にて

議論を進めることとなった。 

 2013 年 5 月 18 日（土）、金沢市内で北陸

地区における日本防災士会支部長、事務局

長等が会し、標記連絡協議会発足に向けて

協議した。従前の連絡会（打合せ会とした

こともある）の当番支部である金沢支部の

進行のもと、趣旨の確認とともに、規則（案）、

設立総会等について議論が行われた。 

 今後、各支部において原案を議論しなが

ら修正し、11 月 9 日（土）に石川県支部の

主管により設立総会が開催されることとな

った。なお、名称を北信越支部とし、従来

の北陸に加え、新潟、長野両支部にも参画

を依頼することとなった。 

 

 
▲北陸地区連絡会参加者 

（2 月 9 日（土），富山県広域消防防災センターにて） 

 

 

学校防災アドバイザー派遣事業 
 平成 24 年度、福井県教育庁は学校防災に力

を入れ、防災の手引きの作成、学校防災アド

バイザーの派遣事業を行った。後者は気象台

ならびに福井県防災士会が協力した。福井県

防災士会は 12 の小中高等学校に対し、延べ

15 回のアドバイスを実施した。 

 アドバイスの成果は報告書としてまとめら

れ、県教育庁に報告された。 

 平成 25 年度についても同事業の継続が決

まっている。本年度はアドバイザーを昨年度

の 15 名から 29 名に広げ、無理のない体制で

臨むことが総会で紹介された。 

 

これまでの経過と今後の予定 
※4月以降掲載。防災ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ派遣除く 

4 月 18 日 鯖江青年会議所防災ＷＳ 

5 月 18 日 北陸地区連絡協議会準備委員会 

6 月 17，20，21 日 南越前町職員組合学習 

6月23日 上文殊小学校講演（県土木と協働） 

7 月 4，5日 公民館向けＷＳ（福井，小浜） 

7 月 7 日 防災ラジオ講座 

7 月 16 日 勝山市防災講演 

11 月 9 日 研修旅行 

11 月 16 日 北信越地区連絡協議会設立総会 

11 月 22，23 日 自主防災組織リーダー研修 

12 月(未定) NBC 防災研修共催（本部主催） 

※一部予定が変更となっています。 

編集後記 
 先日、北信越地区連絡協議会に参加しました。それぞれの県支部でも、行政や各種団体からの

要請で、防災・減災に向けた講演や演習に参画されているようでした。その研修内容が各県同士

で共有化ができれば、大きな成果が期待できると思います。私も昨年度、「学校防災アドバイザー

派遣事業」のお手伝いで小学校に伺いました。今年は防災リーダー養成講座の単元を受け持つこ

ととなりました。防災士の役割である「平時における防災啓発活動の役割を担う」ことの一歩を

踏み出し始めたと感じながら、ドキドキの講義に臨みます。（西端） 

 
編集担当 福井県防災士会 広報･啓発担当 

住   所 〒916-8507 福井県鯖江市下司町 

福井高専環境都市工学科内 

E メ ー ル bousaisi@fukui-nct.ac.jp  

Web サイト http://toshichan.be. fukui-nct.ac.jp/bousaisi/ 

福井県内の会員数 

（2013 年 6 月末日現在） 

福井県防災士会員  052 名 
(特別会員等を除く) 

日本防災士会員(県内)  050 名 

防災士(県内)  634 名 

防災士(全国) 65239 名 


